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研究成果の概要（和文）：現代インド・アーリヤ諸語の１つである、スィンディー語を、通用地域であるイン
ド、パキスタンの方言差にも留意しつつ、その体言修飾、用言修飾構造の観点から見つめ直すことを研究の中心
とした。その成果は、国立国語研究所が中心となって進めているプロジェクトで研究発表、および論集刊行とい
う形で公開された。
この研究は、他の近隣言語に比べて文法上の古い形（女性複数の変化など）を残すスィンディー語を通して、現
代インド・アーリヤ諸語の歴史的な変化の一端を明らかにすることにつながるものである。
それだけでなく、スィンディー語話者の言語アイデンティティについても、表記する文字にこだわらないことが
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the morphological and syntactic change of Sindhi 
language, which is mainly spoken in Pakistan and India. Especially I have found the participle "
waaaro" is important role in the noun phrase structure of the Sindhi.
On the other hand, the Sindhi language has been one of the cores of their identity. But it became 
clear that the written language is NOT important for them as the part of their identity, but living 
verbal language is the most important for them.
The language is the important part of the identity of the South Asian people. This research is the 
beginning of the identity studies, which will be one of main part of the applicant's research in the
 coming years.

研究分野：言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代スィンディー語には多くの英語語彙
が含まれるが、それらの借用語には音韻・音
節レベルでの変化が観察できる。英語が閉音
節言語であるのに対し、スィンディー語は開
音節言語であること、両者の音韻体系が異な
ることなどが主な理由であるが、ウルドゥー
語は英語と同じ閉音節言語であるため、スィ
ンディー語ほどの変化はみられない。この研
究成果は、留学先大学に M.Phil 学位取得論
文「ウルドゥー語とスィンディー語の音節構
造比較研究」として提出した。その後も文献
研究と現地調査を継続し、平成 19～21 年度
の「スィンディー語を取り巻く言語事情に関
する研究」（挑戦的萌芽研究）を経てスィン
ディー語文法書を完成させ、東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究所主催夏季言
語研修テキストとして刊行した。この言語研
修に際してインドから招聘したスィンディ
ー語を母語とする初老のヒンドゥー男性の
語りが、本研究の着想につながった。 
彼によれば、故地スィンドのスィンディー
語こそが母語であり、それは宗教の違いを超
えて民族を統一するものである。従って、デ
ーヴァナーガリー文字で表記されたスィン
ディー語は母語ではない。ヒンドゥー教徒で
あっても、アラビア文字のスィンディー語を
使うことこそが、異郷においてスィンディー
文化を維持する最も正統的な手段である。 
申請者は、第一言語の影響を受けて変化し
た移民のスィンディー語も、当事者がそれを
母語ないしスィンディー語と主張するかぎ
りスィンディー語と捉え、調査研究の対象と
する。このため、一般的な基礎語彙ではなく、
民族アイデンティティに直結した民族的慣
習との関連が深い特殊な民族語彙を重視し、
言語調査を実施する。移民・ディアスポラ社
会において変容しつつある文法・語彙も射程
に入れた現代スィンディー語の研究は、移
民・ディアスポラ第 1 世代が高齢化している
現在、早急に取り組むべき課題として、本申
請者は位置づけている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、少数民族や移民・ディアスポ
ラにとって民族アイデンティティの中核に
位置づけられてきた母語が、主流社会の政治
経済的・文化社会的な環境に応じて統語的・
形態的な変化を来たす点に着目し、言語政
策・教育行政だけでなく儀礼・信仰、婚姻・
贈与などの「民族的慣習」も視野に入れ、系
統的かつ網羅的な言語調査を実施する。具体
的には、多数派言語としてのスィンド州（パ
キスタン）のスィンディー語と少数派言語と
してのマハーラーシュトラ州（インド）のス
ィンディー語の比較分析から出発し、分析結
果を世界各地のスィンディー・ディアスポラ
社会の言語状況と対照する。母語と第一言語
が異なる移民・ディアスポラの側から、故地
のスィンディー語を逆照射することで、現代

スィンディー語の文法・語彙の諸特性を捉え
直す。 
 
３．研究の方法 
 平成 26 年度は、１）これまでに蓄積され
ているデータの再分類および分析、２）アメ
リカおよびイギリスに居住するディアスポ
ラ・スィンディーからの新たなデータ収集、
３）日本国内（主として神戸及び横浜）に居
住するスィンディーを対象としたデータ収
集、聞き取り調査を実施する。 
平成 27 年度は、平成 26 年度の１）、２）、
３）の調査を踏まえ、インドにおけるスィン
ディー多住地域のうち、グジャラート州、西
ベンガル州、デリー首都圏でのデータ収集、
検証を行う予定である。また、パキスタンに
おいても上記で収集されたデータを踏まえ
た補充調査を実施する。 
平成 28 年度は、インドでの最終的な補充
調査を実施し、得られた成果を学術論文とし
てまとめるとともに、学会での口頭発表を通
じての成果公開を行う。また、３年間を通じ
てウェブサイト上に処理済みデータを公開
し、世界中のスィンディー語話者に対し継続
的に発信する。 
 平成 29 年度は、３年間で蓄積されたデー
タ分析から得られた知見を確認する作業を
実施するため、期間延長申請を行ったことを
付け加えておく。 
 
４．研究成果 
 本研究は、最終的に１年間の延長申請を行
い、計４年間の研究となった。３年間の当初
期間中に新たな関心事項が増えたため、その
調査に時間を要すると判断したためである。 
 期間中の主な成果は、以下５．主な発表論
文等に掲載したとおり、図書５件と、学会発
表５件に集約されている。ここで、主な業績
について、述べておく。 
 なお、計画時に予定していた研究のうち、
アメリカにおけるディアスポラの研究につ
いては、知人の紹介のタイミング等の関係で、
北欧ノルウェーにおける調査に変更となっ
た。 
 学会発表では、2015 年度にパキスタンで開
催された学会において、英語による口頭発表
を実施した。ここでは、パキスタンにおける
スィンディー語話者の社会的地位に関する
状況とともに、国立国語研究所が中心となっ
て進めている研究に参加したこともあり、ス
ィンディー語における体言修飾、用言修飾に
ついての状況をまとめて報告した。 
 スィンディー語では、分詞 waaro が多用さ
れているだけでなく、動詞の未完了分詞、完
了分詞が形容詞的な働きをすることで、さま
ざまな修飾表現を実現していることがわか
ってきている。文献からの例文及び学会参加
者の中のスィンディー語話者との意見交換
等から 2016 年以降に行った研究発表につな
がる知見を得ることができた。スィンディー



語では、同じ現代インド・アーリヤ諸語に属
するウルドゥー語やヒンディー語では見ら
れない修飾表現が見られ、マラーティー語に
近い表現がいくつかあることもわかり始め
てきている。 
 2017 年度中に実施した学会発表は、上記を
受けて、研究を進めた成果の一部を含んでい
る。つまり、分詞 waaro の用法をより細かく
分析し、例文を挙げつつ、ウルドゥー語の
waalaa とも比較しながら、その特徴を明らか
にした。すなわち、いわゆる「外の関係」に
は用いられないことが明確となった。 
なお、以下の業績には含まれていないが、
2018 年度中に刊行予定の図書『日本語と世
界の言語の名詞修飾表現（仮題） 』（ひつ
じ書房）にも、スィンディー語の名詞修飾の
特徴を扱った研究論文の掲載が決定してい
ることを付け加えておく。 
研究期間中に刊行された図書については、
直接本研究の成果をまとめたもの（2015 年、
くろしお出版）以外にも、社会言語学的な観
点から、スィンディー語話者の実態をあぶり
出したものも含まれる。 
中でも、『言語問題とアイデンティティ』
（東京大学出版会）では、パキスタンからイ
ンドへ移住したスィンディー語話者（ヒンド
ゥー教徒）の語りをもとに、いわゆる言語州
を形成していないスィンディー語がインド
国内でどのような立場におかれ、それを彼ら
自身がどう考えているのか、という点を論じ
たものである。 
歴史的に、スィンディー語は現パキスタン
のスィンド州を中心とした地域で話されて
いた言語だが、印パ分離独立を機に、ヒンド
ゥー教徒はインド側へ移住した。数百万単位
のスィンディー語話者も含まれていたが、
1950 年代以降のいわゆる言語州再編の波に
乗れず、現在まで、インドにおけるスィンデ
ィー語の地位は、インド憲法第八附則にその
名前が挙がっているのみに留まっている。ス
ィンディー語は、彼らのアイデンティティの
核として機能しているが、それは、アラビア
文字で書くパキスタン側にそのルーツを有
するスィンディー語という訳ではないこと
が、本申請者がインタビューをとおして得ら
れた成果の中心であった。 
本研究の核として、スィンディー語の言語
学的側面を捉え直すという点を挙げたが、そ
れと同時に、スィンディー・ディアスポラの
言語状況を探るという点も、重要なテーマと
して位置づけた。この点は、今後のインド人、
パキスタン人移民の言語状況を研究してい
く上で、比較対象としても有益であると考え、
ノルウェーに移民として居住しているパキ
スタン出身者からもデータ収集を実施した。 
ノルウェーでは、就職の際にノルウェー語
の運用能力を求められるため、社会生活では、
スィンディー語を用いる機会は非常に限定
的となる。このような環境では、移民一世は
ともかく、二世以降はスィンディー語への関

心を保持することは困難である。スィンディ
ー語に限らず、世界各地に居住する南アジア
出身者の言語アイデンティティは、今後の研
究テーマの 1つとする予定である。本申請者
は、ウルドゥー語も主たる研究対象としてお
り、イギリスやアメリカ、オーストラリアな
ど、各地での社会言語学的調査を将来的に実
施したいと考えている。本研究は、その研究
へのステップとしても貴重であると考える。 
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